
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31 1 2 3 4 

※   ・・・図書室の休館日 

※   ・・・17時閉館 

2023 年 1 月 利用カレンダー ℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10 時～18 時  土曜日＝10 時～17 時 

休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 年末年始休館＝12/28～1/4 

 

１２月１９日（月）児童館クリスマス会の中で、 

１０月に募集をした『この本よかった賞』の応募者児童に、【本だ

いすきの会】より表彰状と景品が贈られました！今年の「がん

ばって紹介してくれたで賞」は 

小池栄都くん（日岐・小二）、皿井夕子さん（大日向・小三）、 

髙木つきさん（下生野・小六）が選ばれました！これからもい

ろいろな本を読んでおすすめしてくださいね。 

            １２月３日（土）、図書室のある生涯学習施設 

           たんぽぽにて、第 166回直木賞作家である今村翔吾先生のトークイベントが行われま

した。会場へは、生坂村のみならず、遠くは大桑村からいらっしゃった方も。 

受付をすませた方でほぼすべての席が埋まったところで、今村先生が到着され、会場はの空気の期待感が高

まりました。主催である「本だいすきの会」の会長、新井芳子さんからのご挨拶があった後、いよいよトーク

イベントが始まりました。 

今回のテーマは、「戦国時代の城館跡の魅力」。テレビなどで見るような、軽妙なトークで語りだした今村先

生でしたが、その話は生坂村にいた戦国大名やその城跡から、「戦国時代の生坂村は統治する大名が決まって

いて、その統治が長かったため、比較的戦国の世にあっても平和な土地であったんではないか」との説明があ

り、「山城がどんな攻撃に対応しているかで段階があり、戦の多かった土地であるかがわかる」とのこと。そ

んな中で、日本の城の魅力や、作品の作り方にも触れて、直木賞受賞作である「塞王の楯」ができるまでにつ

いても語ってくださいました。 

トークの後、会場からの質問コーナーもあり、『先生の作品で昔の生坂村 

の特産「生坂タバコ」が甲州の生坂タバコと書かれているがどうしてなのか 

？』という質問が。先生の解説によると、江戸時代頃では【甲州】とつける 

のが、現在の【皇室御用達】と同じようにブランドの枕詞として定着してお 

り、信州産でも甲州をつけて売っていたとのこと。 

 最後に村長よりお礼の挨拶があり、今村先生からも、「生坂村はおそらく 

化石やいい黒曜石がとれると思う。発掘の機会があったら呼んでください」といっていただき和やかなイベン

トとなりました。 ■ 第十七回 この本よかった賞表彰式 



一般書 

■教誨              （柚月 裕子） 

■＃真相をお話しします      （結城真一郎） 

■光のとこにいてね        （一穂 ミチ） 

■土を喰ふ日々 わが精進十二ヶ月  （水上 勉） 

■どうする家康(1)     （古沢 良太、 木俣 冬） 

■編めば編むほどわたしはわたしになっていった 

  （三國 万里子） 

■無人島のふたり  

120 日以上生きなくちゃ日記   （山本 文緒） 

■われら闇より天を見る   （クリス・ウィタカー） 

■東方見聞録 (世界探検全集) （マルコ・ポーロ） 

■最期まで在宅おひとりさまで機嫌よく（上野 千鶴子） 

■マンガでわかる災害の日本史（磯田道史、河田惠昭他） 

■線(せん)と管(かん)をつながない  

好文×全作の小屋づくり（中村 好文、 吉田 全作） 

■にゃんこ四字熟語辞典       （西川清史） 

■世界の家の窓から  

77ヵ国 201人の人生ストーリー （主婦の友社） 

■日々臆測         （ヨシタケシンスケ） 

実用書 

■中性脂肪減×高血圧改善×動脈硬化予防 

  1日 1杯血液のおそうじスープ    (栗原毅) 

■十二支の消しゴムスタンプ年賀状 

（立澤 あさみ、Bozzo） 

■るるぶ 縄文（るるぶ 旅行ガイドブック 編集部） 

■無印良品 ラクして片づく収納術（主婦の友社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■おひさまキッチンの食卓  

安曇野の四季を感じて      （後藤 和美） 

■免疫力を高めるために  

大切にしたい 12ヶ月の毎日ごはん（後藤 和美） 

文庫・新書 

■影の地帯            （松本 清張） 

■後宮の烏③④          （白川紺子） 

■緑の歌 - 収集群風 上・下     （高 妍） 

■幻夏               （太田 愛） 

■98歳まで生きてわかった、 

「超ポジティブ思考」がいちばん （宇野 千代） 

■ひらやすみ④           （真造圭伍） 

えほん 

■おたんじょうびおめでとう （ニコラ・スレーター） 

■ピンクはおとこのこのいろ       

（ロブ・パールマン/著、イダ カバン/絵） 

■としょかんねずみ 2 ひみつのともだち 

 （ダニエル・カーク） 

■山はしっている 

（リビー・ウォルデン/著、リチャード・ジョーンズ/絵） 

児童書 

■すずめの戸締まり         （新海 誠） 

■虹いろ図書館のかいじゅうたち  （櫻井とりお） 

■妖精のカレーパン        （斉藤 栄美） 

■トムと 3時の小人 

（たかどの ほうこ/著 平澤 朋子/絵） 

■三国志 上・中・下        （羅 貫中） 

 

 

 

 １ 月 の 新 着 本 

新春企画 
「としょみくじ」 
おみくじの結果次第で 

雑誌のふろくやしおりが当

たるかも！？ 

新年の運だめしにどうぞ！ 

おみくじは図書 

の貸出時一回に 

つき一度引くこと 

ができます。 

1/5（木）～ 

えほん 

児童書 

一般書 

★11/20 の俳句ワークショップ講師 

小林貴子先生よりご寄贈いただきました。 

第８回星野立子賞作 

「黄金分割」（小林貴子・朔出版） 


